
第１学年

第２学年

令和３年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（中学校数学）

様々な事象における問題解決の場面に
おいて，正の数と負の数を用いて変化や
状況を分かりやすく表したり，その意味
を読み取ったりすることができるように
する必要があります。本設問の場面では，
正答を選ぶだけでなく，誤答である式は
何を表しているのか，｢イ｣と｢エ｣の式で
はどこが違うのかなど，考察する場面を
設定しましょう。

目的に応じて，階級の幅の異なる複数のヒストグラム
をつくることを理解することに課題がある。

正答率 １０.６％
無解答率 ６.０％

正答率 ５１.６％
無解答率 ０.７％

主な誤答:｢イ｣

差を用いることは理解できて
いるが，基準となる数をひく
ことができていない。

主な誤答:｢読書時間｣｢時間｣｢分｣

20分に変えたという記述から，時間
に着目している。

正答 「階級」

具体的な場面で，正の数，負の数を用いて表した
２つの数量の差を求めることに課題がある。

資料の特徴を捉え，判断
できるようにするためにも，
それぞれの資料がどう違う
のか，なぜ違うのかを指摘
し，数学的な表現を用いて
説明する学習場面を設定
しましょう。

チャレンジ確認シートに挑戦
Ｈ30 A1(4)，H28 A1(4)，H25 A1(4)

文字を用いた式を具体的な場面で活用し，事柄が
成り立つ理由を説明することに課題がある。

事柄が成り立つ理由を説明できるように，文字式
や言葉を用いて解決する見通しをもつ必要があり
ます。そのために，問題の内容や問題解決のもと
となる考え方について読み取り，考察する場面を
設定しましょう。

本設問の場面では，まず例示されたのぞみさん
の説明を図２と関連付けて読み取り、理解するこ
とが大切です。その上で，図２と図３ではどこが
違うのかを指摘することで，図３においても根拠
を明確にした表現ができます。

主な誤答
・２つの図の違いを見いだし，図３では，１つの囲みに碁石が

(n－１)個あることを記述できていない。
（例）

図のように碁石を囲むと，１つの囲みに碁石がn個あり
ます。その囲みが３個あるので，碁石の個数は３n個と
なります。
このとき，１辺の１個は数えていないので，必要な碁石

の個数は n個より１個少なくなります。
したがって，必要な碁石の個数を表す式は，３（n－１）

になります。

第１学年

正答率 ３３.３％
無解答率 １２.９％

１つの囲みに碁石が(n－１)個あります。
その囲みが３つあるので，必要な碁石の個数は

３(n－１)個になります。

指導のポイント

関連付けて
読み取る

比較し，
構想する

図３ではn－１個

チャレンジ確認シートに挑戦
R3 6，Ｈ29 B2



第２学年

主な誤答

・文章やグラフの情報から，y＝1200 の点に着目し，x の
値の差を求めることを記述できていない。
（例）

・x の値が10のときのyの値の差を求める。
・x の値が15のときのyの値の差を求める。
・y の値が10のときのxの値の差を求める。

正答率 ３９.２％
無解答率 １６.０％

比例のグラフを用いた問題解決の方法を，数学的
に説明することに課題がある。

本当に，yの値の
差が800になって
いるかな…。

y の値が1200のときの x の値の差を求める。

指導のポイント
様々な問題を解決できるようにするため，ど
のようにして問題解決したのかという方法に
焦点を当てた活動を取り入れましょう。その
際，｢用いるもの｣だけでなく，｢用い方｣まで
明確に説明するように指導しましょう。

本設問のように，問題解決後に方法を
振り返る場面を設定することで，問題解決
の過程を振り返り，用いた数学的な考えに
ついて確認することができます。
また，本設問の場面では，例示された

説明１をグラフと関連付けて読み取り，
理解することで，説明２においても
用い方を明確にした表現ができます。

10
1200

800

関連付けて
読み取る

チャレンジ確認シートに挑戦
R3 7，R2 6

〈授業改善に向けて〉

○ 問題解決の方法や事柄が成り立つ理由を数学的に説明すること
に課題がある。
説明に必要な観点を生徒に伝え，明確に表現できるようにしましょう。
・方法を説明する場面では，｢用いるもの｣と｢用い方｣を明確にして，
問題解決の方法を説明する活動を充実する。

・理由を説明する場面では，｢○○であるから，△△である。｣のよう
な形で，｢根拠(○○)｣と｢成り立つ事柄(△△)｣を明確にして，事柄が
成り立つ理由を説明する活動を充実する。

○ 方程式の解やおうぎ形などの図形の理解，式や表，グラフなどに
表されたものの意味や特徴を捉えることに課題がある。
計算することや説明を書くことの指導だけでなく，式や説明の意味・
意図を読むこと，表やグラフを読み取ることの指導も意識しましょう。

けいたさんのグラフとゆうかさんのグラフについて，
y の値が1200のときの x の値の差を求めました。

【方法の説明】

用いるもの
用い方

１つの囲みに碁石が(n－１)個あり，その囲みが３つあるので，
必要な碁石の個数は３(n－１)個になります。 【理由の説明】

根拠

成り立つ事柄


